
かばんの改定について 

 

１ 目的 

・内容量と機能性（タブレット端末と教科書、水筒をしまえるもの。それぞれのしまう場所の確保） 

・卒業後も使えるようなものがほしい。 

背景：近隣の学校においても、内容量の多いものに変更している。 

 

２ 実施時期 

令和６年４月より実施 

 

３ 組織 

制服改定検討委員会にてかばんについても話し合い、決定する。 

   〔教職員〕校長、教頭、教務主任、生徒指導主事、養護教諭、各学年主任 

※拡大委員会メンバー・・・ＰＴＡ会長を含めた学校運営協議会委員７名 

 

４ 制服改定スケジュール 

時期 項目 検討内容 

令和５年４月～ 基本方針検討期 

 

・近隣の学校のかばんを調査 

・今ある既成のもので対応できないか検討 

令和５年６月 販売業者連絡（２社） ・評価項目を伝える 

令和５年７月３日（火） 業者決定 

(株式会社 Polaris） 

・最終サンプル総合検討 

 機能性（雨が降ったときのカバー）と値段 

令和５年８月 最終デザイン決定 ・既成のデザインなので、朱色のタグをつけて他

校との違いをつくる 

令和５年１０月～ プロモーション期 

１０月２日（月） 

○生徒・保護者に発表 

１１月１１日（土） 

○PTAバザーでコーナー設置 

納品販売期（１月～） 

１月１７日（水） 

新入生説明会 

・新制服と一緒に発表（各クラスにオンラインで

校長から説明）（保護者には学校だより、HP にて

説明） 

・一般にむけて実物展示、紹介 

 

制服取扱店で一緒に予約販売予定 

・新入生説明会で紹介 

 

 


